
17年度決算 18年度予算 18年度決算 19年度予算

電気 照明、動力など 2,820,849     2,696,000     2,779,839     

ガス 給食の調理、暖房 1,878,221     1,278,640     1,429,896     1,367,280     

水道 清掃、手洗い、飲用など 6,169,605     7,401,000     6,320,950     

水道(プール) プール用水道 4,171,758     2,474,000     2,852,212     

(小計) 15,040,433    13,849,640    13,382,897    1,367,280     

消耗品費 画用紙、文房具など 7,307,174     5,794,000     6,224,029     6,200,000     

備品費 コンピュータ、什器など 1,541,792     2,000,000     1,975,611     1,920,000     

備品費(図書費) 図書室の本 629,737        600,000        598,865        600,000        

修繕料(校舎) ガラス修繕、ペンキ塗り替えなど 1,009,044     1,000,000     1,255,035     850,000        

修繕料(教材教具) デジカメ修理、調理台修理など 906,612        1,000,000     469,023        490,600        

修繕料(校地) 糸瓜棚、遊具などの改修 90,000         100,000        37,524         40,000         

印刷製本費 写真の現像、封筒印刷など 64,694         100,000        73,500         10,000         

報償費 ボランティア謝金、見舞金など 178,400        180,000        143,400        240,000        

食糧費 卒業式等のお茶代など 8,967           10,000         1,890           10,000         

通信運搬費 郵券、コンクール作品出品など 40,520         40,000         91,905         90,000         

使用料及び賃借料 バス借り上げなど 205,180        210,000        193,940        210,000        

負担金等 各種団体加盟金など -                 -                 10,000         

手数料 図書装備、ストーブ煙突設置など 278,313        280,000        233,688        250,000        

委託料 ごみ処理委託など(H19より) 70,000         

(小計) 12,260,433    11,314,000    11,298,410    10,990,600    

コンピュータ消耗品 H18リース機器更新に伴うもの 99,939         

特別配当修繕料 配当予算で手に負えない修繕など 2,547,027     542,850        

特別配当備品費 工事に伴う備品など 411,232        

庁内備品費 H18成績処理用コンピュータ 100,000        

机・椅子用消耗品費 年度当初の机椅子過不足分 110,670        

給食消耗品費 H18食器更新など 408,265        

給食備品費 H18給食室ドライ運用用 165,900        

(小計) 2,547,027     -                 1,838,856     -                 

合計 29,847,893    25,163,640    26,520,163    12,357,880    

たくさんの本に触れ合える機会を提供したいと考えています。

また、児童の安全を確保すべく警備会社による不審者等対応のチェックなども計画に入れています。

日常の教育活動に使用する消耗品などについても水準を落とさないよう前年度と同程度の

金額で計画しています。

【予算の概況】

一昨年と比べると１２５万円以上も配当予算が減らされていますが、安心して通える学校、

分かりやすい授業が受けられる学校でいられるよう編成しています。

たとえば、図書費については市教委からの計画では４０万円ほどですが学校独自に増額し、

予備分に充てていたため消耗品費が計画より増えているように見えますが、全体から見ると

ほぼ計画通りの執行が行えました。問題点は校舎の老朽化に伴い修繕料がかさんでいる

ことですが、懸案事項だった校庭については19年度に上記の枠の外の予算で対応してもらえることに

なりました。（平成１９年度夏季休業中）

平成１８年度決算報告および平成１９年度予算計画

　平成１８年度決算と平成１９年度の予算計画についてお知らせします。

【決算の概況】

平成１８年度決算については、予算の段階で消耗品にかかる予算を少なめに計画し他の予算の


